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各課からのお知らせ

　平成24年４月から平成27年３月まで、定住人口の
増加と地域の活性化を図るため、予算の範囲内で奨
励金を交付します。
　この機会に小城市への定住を考えてみませんか。

※�奨励金の交付には、いくつかの要件がありますので、詳
細はお問い合わせください。
※�申請期限は、転入・転居の届出日から90日以内または、
その年度の３月31日のうち早い日までです。

①市外から市内へ引っ越しされる方へ！ ②市内の賃貸から市内の住宅へ引っ越しされる方へ！ ③市内で三世代での生活を始められる方へ！

定住奨励金
（市内全域）

持家奨励金
（小城町三里校区・牛津町砥川校区・芦刈町の場合）

三世代同居奨励金
（市内全域）

　市外に３年以上居住してい
る方が、市内に住宅を取得して
住んだ場合、１人につき５万円
を助成します。
※�同居する子が３人以上の場
合３人目（15歳未満）から
は１人10万円の助成。

                    +
小城町三里校区・牛津町砥川校
区・芦刈町の場合
　持家加算金として、住宅取得
価格の３％を奨励金に加算し
ます。
※限度額　60万円。

　市内の借家に居住している
方が、上記地区に住宅を取得
して住んだ場合、住宅取得価
格の３％を助成します。
※限度額　60万円。

　一世代または二世代のいずれ
かが３年以上市内に居住し、三
世代同居を目的として、新たに
同居した場合１世帯につき10
万円を助成します。（同一敷地
内住宅含む）

                    +
三世代同居のために住宅を新築・
購入または、増改築した場合
　住宅加算金として、費用の
３％を奨励金に加算します。
※限度額　30万円。

【問合せ】
 企画課（西館２階）
担当　大坪・山田

☎37・6115
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牛津町みんなで
小城に住もう!!

定住促進制度を
ご活用ください



5 H25.4.20号小城広報

各課からのお知らせ

お
出
か
け
の
際
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
と
は

　
自
動
車
の
排
ガ
ス
や
工
場
の
煙
に
含

ま
れ
る
大
気
汚
染
物
質
が
太
陽
の
紫
外

線
を
受
け
て
化
学
反
応
を
起
こ
す
こ
と

で
、
発
生
す
る
物
質
の
こ
と
で
す
。

◆
注
意
報
が
発
令
さ
れ
た
場
合

・�

外
出
は
控
え
ま
し
ょ
う
。
特
に
、
屋

外
で
の
激
し
い
運
動
は
避
け
て
く
だ

さ
い
。

・�

窓
を
閉
め
て
、
で
き
る
だ
け
屋
内
で

過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。

・�

子
ど
も
や
高
齢
者
の
方
、
体
が
弱
い

方
な
ど
は
、特
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
発
令
中
に
次
の
症
状
が
出
た
ら

・�

目
が
チ
カ
チ
カ
、
し
ょ
ぼ
し
ょ
ぼ
す

る
、
涙
が
出
る
、
の
ど
が
痛
む
、
咳

が
出
る
等
の
症
状
が
出
た
ら
、洗
顔
、

洗
眼
、
う
が
い
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

・��

症
状
が
回
復
し
な
い
時
や
ひ
ど
い
時

は
、医
師
の
診
察
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

Ｐ
Ｍ
２・５
と
は

　

大
気
中
に
浮
遊
す
る
小
さ
な
粒
子

（
微
粒
子
状
物
質
）
の
う
ち
、
粒
子
の

大
き
さ
が
２
・
５
㎛
以
下
の
非
常
に
小

さ
な
粒
子
の
こ
と
で
す
。

◆
注
意
喚
起
が
発
令
さ
れ
た
場
合

・�

不
要
不
急
の
外
出
や
屋
外
で
の
長
時

間
激
し
い
運
動
を
減
ら
し
て
く
だ
さ

い
。

・�

換
気
や
窓
の
開
閉
を
必
要
最
小
限
に

し
て
、
外
気
が
屋
内
へ
侵
入
す
る
こ

と
を
少
な
く
し
て
く
だ
さ
い
。

・�
呼
吸
器
系
や
循
環
器
系
疾
患
の
あ
る

方
、
小
児
、
高
齢
者
の
方
は
、
影
響

が
出
や
す
く
、
個
人
差
も
大
き
い
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
体
調
に
応
じ
て
、

慎
重
に
行
動
し
て
く
だ
さ
い
。

　
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
、

　
Ｐ
Ｍ
２
・
５
に
関
す
る
情
報
は

　
　
佐
賀
県
庁　
環
境
課　
で
検
索

【
問
合
せ
】
環
境
課
（
西
館
１
階
）

　
担
当　
吉
岡
・
岩
本

　
☎
37
・
６
１
０
２

下
水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

公
共
下
水
道
の
供
用
開
始
に
つ
い
て

　
公
共
下
水
道
事
業
三
日
月
・
牛
津
・

芦
刈
処
理
区
の
一
部
の
区
域
で
、
３
月

29
日
㈮
か
ら
下
水
道
を
使
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
下
水
道
を
使
用
す
る
た
め
に
は
、
宅

内
排
水
設
備
の
工
事
が
必
要
で
す
。

　
市
が
指
定
し
て
い
る
「
排
水
設
備
指

定
工
事
店
」
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
ご
負
担
を
少
し
で
も
軽
く
す

る
た
め
に
、
左
記
の
補
助
金
制
度
も
あ

り
ま
す
。

◆
工
事
の
補
助
金
制
度

・�

下
水
道
等
宅
内
改
造
積
立
金
補
助
金

交
付
制
度

・�

水
洗
便
所
等
改
造
資
金
利
子
補
給
金

交
付
制
度

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

下
水
道
の
届
出
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

〈
例
１
〉

　
下
水
道
受
益
者
の
方
で
家
屋
の
売
買

等
に
よ
り
受
益
者（
名
義
人
）が
変
わ
っ

た
り
、
転
居
な
ど
で
下
水
道
の
使
用
者

が
変
更
し
た
場
合

　
　
　
　
➡

・
名
義
人
等
の
変
更
届
出
が
必
要
で
す
。

〈
例
２
〉

　
下
水
道
を
使
用
さ
れ
て
い
る
ア
パ
ー

ト
・
借
家
に
入
退
居
を
さ
れ
る
場
合

　
　
　
　
➡

・
入
居
時
…
下
水
道
使
用
開
始
届

・
退
去
時
…
下
水
道
使
用
廃
止
届

【
問
合
せ
】
下
水
道
課
（
東
館
２
階
）

　
担
当　
上
野
・
貞
松　

　
☎
37
・
６
１
２
２

手続きを
お忘れなく！
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各課からのお知らせ

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
者
の
範
囲
が
見
直
さ
れ
ま
す

　
平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
、
「
障
害

者
自
立
支
援
法
」
が
改
正
さ
れ
、
「
障

害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総

合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
障
害

者
総
合
支
援
法
）」が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
障
が
い
者
の
範
囲
が

拡
大
さ
れ
、
新
た
に
難
病
な
ど
が
加
わ

り
ま
し
た
。

　
身
体
障
害
者
手
帳
を
取
得
で
き
な
い

が
難
病
な
ど
で
一
定
の
障
が
い
が
あ
る

方
が
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
居
宅
介

護
、
短
期
入
所
、
生
活
介
護
な
ど
）
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
対
象
疾
患
は
１
３
０
疾
患
で
す
。

　
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
に
は
認
定

な
ど
一
定
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

　
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
福
祉
課
（
西
館
１
階
）

　
担
当　
林
・
於
保　

　
☎
37
・
６
１
０
７

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
意
見
募
集
）
を
行
い
ま
す

　

本
市
の
将
来
都
市
像
の
実
現
に
向

け
、
適
切
か
つ
合
理
的
な
土
地
利
用
を

推
進
す
る
運
用
指
針
と
し
て
「
小
城
市

土
地
利
用
方
針
（
案
）
」
を
作
成
し
ま

し
た
。
こ
の
方
針
（
案
）
に
対
す
る
皆

さ
ん
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

◆ 
資
料
の
公
表
先　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

都
市
整
備
推
進
室

◆
募
集
期
間

　
４
月
22
日
㈪
～
５
月
22
日
㈬

◆ 

意
見
の
提
出　
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
を
明
記
の
上
、
持
参
、
郵
送
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で
提
出
。

　
（
様
式
は
任
意
）

【
問
合
せ
・
応
募
先
】

　
都
市
整
備
推
進
室
（
東
館
１
階
）

　
担
当　
田
中
・
南
里

　
〒
８
４
５

−

８
５
１
１

　
小
城
市
三
日
月
町
長
神
田
２
３
１
２
番
地
２

　
☎
37
・
６
１
２
１

　
ＦＡＸ 

37

・

６
１
６
５

　

m
achidukuri@

city.ogi.lg.jp

　
小
城
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
（
さ

く
ら
プ
ラ
ン
）
で
は
、
「
男
女
が
と
も

に
認
め
あ
い
、
支
え
あ
い
、
希
望
あ
ふ

れ
る
小
城
市
を
め
ざ
し
て
」
を
基
本
目

標
と
し
、
「
あ
ら
ゆ
る
暴
力
の
根
絶
に

向
け
た
環
境
の
整
備
」
を
重
点
項
目
と

し
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
み
な
さ
ん
の
意
見
を
反
映
さ

せ
、
小
城
市
Ｄ
Ｖ
防
止
及
び
被
害
者
支

援
基
本
計
画
（
仮
称
）
を
策
定
す
る
た

め
、
策
定
懇
話
会
の
委
員
を
募
集
し
ま

す
。

※�

Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン

ス
）
…
親
密
な
間
柄
に
あ
る
パ
ー
ト
ナ
ー

間
に
お
け
る
、
身
体
的
・
精
神
的
・
性
的
・

経
済
的
暴
力
な
ど
の
こ
と

◆
応
募
資
格

・
小
城
市
在
住
で
、
2０
歳
以
上
の
男
女

・�

男
女
共
同
参
画
や
Ｄ
Ｖ
防
止
へ
の
関

心
が
あ
る
方

・�

懇
話
会
（
平
日
昼
間
に
開
催
予
定
）

に
出
席
で
き
る
方

◆ 

任
期　
計
画
の
策
定
が
終
了
す
る
ま

で
（
平
成
2６
年
３
月
末
）

◆
募
集
人
員　
若
干
名　

◆
謝
金　
２
，
５
０
０
円
／
回

◆ 

応
募
方
法　
応
募
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
応
募
先
ま
で
郵
送
・

フ
ァ
ッ
ク
ス
・
メ
ー
ル
ま
た
は
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

　

�

応
募
用
紙
は
小
城
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
Ｄ
Ｖ
で
検
索
！

◆
応
募
期
限　
５
月
2０
日
（
月
）

◆ 

審
査
・
選
考　
応
募
い
た
だ
い
た
書

類
を
も
と
に
審
査
し
、
結
果
を
通
知

し
ま
す
。

※�

応
募
者
の
個
人
情
報
は
、
選
考
の
目

的
以
外
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

【
問
合
せ
・
応
募
先
】

　
企
画
課
（
西
館
２
階
）

　
担
当　
福
岡
・
池
田

　
〒
８
４
５

−

８
５
１
１

　
小
城
市
三
日
月
町
長
神
田
２
３
１
２
番
地
２

　
☎
37
・
６
１
１
５

　
ＦＡＸ 

37

・

６
１
６
３

　

kikaku@
city.ogi.lg.jp

　
小
城
市
Ｄ
Ｖ
防
止
及
び
被
害
者
支
援
基
本
計
画
（
仮
称
）

策
定
懇
話
会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す　
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各課からのお知らせ

愛する地域を守るため、日々活動してくださっている消防団の皆さん、
いつもありがとうございます！

FIRE�VOLUNTEER

小城市消防団の紹介

団長　秋
あき

丸
まる

　政
まさ

光
みつ

副団長　下
しも

村
むら

　一
かず

寿
ひさ

、池
いけ

田
だ

　英
ひで

嗣
つぐ

、原
はら

田
だ

　邦
くに

弘
ひろ

、小
こ

林
ばやし

　一
かず

広
ひろ

分団長　12名　　副分団長　12名　　ラッパ隊長　１名　　ラッパ長　５名

 叙勲
　春の叙勲� 瑞宝単光章（元）団長

中
なか

尾
お

　隆
たか

尚
なお

　秋の叙勲� 瑞宝単光章（元）副団長
川
かわ

﨑
さき

　和
かず

矢
や

 退団役員の紹介 　

　��長年にわたりご活躍いただきありがとうございました。
　（元）副団長� 永

なが

石
いし

　九
かず

義
よし

（写真左）
　（元）分団長� 岩

いわ

松
まつ

　一
かず

博
ひろ

（写真中央左）
　（元）分団長� 諸

もろ

泉
いずみ

　義
よし

人
と

（写真中央右）
　（元）分団長� 南

なん

里
り

　昭
あき

義
よし

（写真右）

 日本消防協会定例表彰
　精

せい

績
せき

章
しょう

� 牛津第１分団長� 田
た

中
なか

　義
よし

生
お

　同　上� 三日月第１副分団長� 野
の

﨑
ざき

　艶
きょう

一
いち

 佐賀県知事表彰    
　永年勤続功労章� 副団長� 原

はら

田
だ

　邦
くに

弘
ひろ

　同　上� 三日月第１分団長� 山
やま

口
ぐち

　隆
たか

士
し

　同　上� 小城第４副分団長� 吉
よし

原
はら

　章
あき

徳
のり

 佐賀県消防協会定例表彰
　竿

かん

頭
とう

綬
じゅ

� 小城第２分団� 団 体 表 彰

　功績章� 牛津第２分団長� 西
にし

山
やま

　孝
たか

行
ゆき

　同　上� 小城第１副分団長� 堀
ほり

　　弘
ひろ

明
あき

　同　上� 小城第３副分団長� 佐
さ

竹
たけ

　国
くに

春
はる

　永年勤続章� 副団長� 原
はら

田
だ

　邦
くに

弘
ひろ

　同　上� 小城第４分団長� 宮
みや

原
はら

　義
よし

之
ゆき

　同　上� 三日月第１分団長� 山
やま

口
ぐち

　隆
たか

士
し

　同　上� 小城第４副分団長� 吉
よし

原
はら

　章
あき

徳
のり

 消防庁長官表彰
　永年勤続功労章　三日月第２分団長� 相

あい

浦
うら

　保
やす

馬
ま

　同　上　　���（元）芦刈第２分団長� 南
なん

里
り

　昭
あき

義
よし

平成25・26年度 消防団役員体制（敬称略）

（
右
）
中
尾
隆
尚
さ
ん

（
左
）
川
﨑
和
矢
さ
ん

　消防団の役割は、火災対応のみならず、水害や土砂災害、行方不明者の捜索と多岐にわた
ります。東日本大震災以降、消防団は地域防災の要になることが求められています。地域防
災体制の強化を図るため、今後さらに地域とのつながりを深めていきたいと考えております
ので、みなさんのご協力をお願いします。

〜平成24年度　消防表彰受賞者〜
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各課からのお知らせ

平成25年度

主な人事異動
　平成25年４月１日付けで市職員の人事異動を行いました。係長以上の異動は次のとおりです。

 建設部 
 下水道課 
	 管理係長　	 真島　孝男
 都市整備推進室 
	 室長	 古賀　正孝
 中心市街地活性化推進室 
	 副課長	 野副　孝典
	 	
 教育委員会 
 教育総務課 
	 課長	 山口　俊幸
 学校教育課 
	 課長	 本村　正信
	 	
 議会事務局 
	 事務局長	 中野　淳二
	 事務局次長兼議事調査係長	 水田　恵三
	 庶務係長	 藤川　　洋

 市民病院 
 事務局 
	 事務長	 高島　政孝
	 庶務係長	 輿水　孝博
	 医事係長	 大石　幸生

＜後列左から＞
	 財政課	 宮原　尚也
	 農村整備課	 内田　道昭
	 建設課	 宮﨑　　薫
	 教育総務課	 髙島　智和
＜前列左から＞
	 学校教育課	 野田　若奈
	 税務課	 犬塚　千尋
	 健康増進課	 蘭　　隆子
	 文化課	 古舘亜佳里

 総務部 
 総務課  
	 副課長	 野口　司郎
 財政課  
	 用度・管財係長　	 池田　博信
 企画課 
	 副課長　	 熊谷　郁子
	 市民協働推進係長　	 池田　真澄
	 	
 市民部 
 環境課 
	 環境課付係長（多久市派遣）	 福元　光弘
	 	
 福祉部 
 福祉課 　
	 課長　	 水田　正秀
	 保護係長　	 岸川　　斉
	 障がい福祉係長	 中野富美子

 産業部 
 農林水産課 
	 農林水産係長　	 真子　祐輝
 農村整備課 
	 課長　	 西村　徳義
	 副課長　	 今泉　重幸
	 整備係長　	 池田　宏和

 【新規採用職員紹介】 

よろしくお願いします！



中心市街地活性化だより
　平成21年６月、内閣府から「小城市中心市街地活性化基本計画」の認定を受け、小城市の中心市街地を元
気にするため、さまざまな事業を実施しています。（平成27年３月まで）計画期間もいよいよ残り２年となり、
今年度から「JR小城駅」「小城公園」「（仮称）まちなか市民交流プラザ」の工事に着手します。
　今回は、平成25年度に予定している中心市街地活性化事業についてご紹介します。

　小城市中心市街地に指定された地域内で、まちを元気にするためのイベント開催
や新しくお店を開く方などを支援しています。

　空き店舗を利用して新しくお店を開きたい方を
支援します。ご相談ください。

【募集予定】２件
【募集期間】５月１日（水）～６月 28日（金）

平成25年度の事業計画平成25年度の事業計画

まちを元気にするための補助金「商店街元気づくり事業」

【募集予定】3 件
【補助内容】イベント開催費用など
【補助金額】1 件 10万円まで
【応募期限】６月 28日（金）

まちづくりを応援する「中心市街地まちづくり活動支援事業」

◆空き店舗対策支援事業

　　補助対象 　　  補助率 　限度額（年）
空き店舗改修費　　80％以内 　 250 万円
家賃・宣伝費 　　90％以内 　 100 万円

　経営のノウハウを学びながら独立開業を目指す
方を支援します。（H25年度は飲食業を募集しています。）
【補助内容】運営費の 90％以内など
【募集期限】4 月 30日（火）

　その他、昨年度に引き続き、賑わい拠点づくり支援
事業、賑わい創出支援事業への補助を行っています。

　旧小城庁舎と周辺建物の解体工事を行
います。（５～８月ごろ）
　今後、旧小城庁舎南側と北側の駐車場
は利用できなくなります。また工事車両
等が出入りしますので、周辺を通行され
るときは十分ご注意ください。

ハード面でのまちづくり支援　まちなか市民交流プラザ、JR小城駅、小城公園の整備

◆チャレンジ起業家支援事業
　（チャレンジショップ）

（仮）まちなか市民交流プラザ整備事業
　駐輪場や駐車場、ロー
タリーの実施設計が完了
しました。
　８月ごろから工事に着
手する予定です。

JR 小城駅周辺整備事業
　小城公園東の入り口周
辺の高質化や駐車場の実
施設計が完了しました。
　８月ごろから工事に着
手する予定です。

小城公園高質化事業

JR小城駅と小城公園の詳細は広報「さくら」６月20日号でお知らせします。

【問合せ】小城市中心市街地活性化推進室　　担当　樋渡・西　☎37・6146
 　　　　おぎ元気館　（小城市小城町 292番地）　＜開館時間＞9時～ 17時

イベントに使用する

消耗品などの費用に対して

補助をしています。
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